
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

　
「
平
成
30
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
」の
１
枚
写
真
の
部
で

特
選
、
広
報
紙（
市
部
）の
部

で
入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
取
材
に
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
よ
う
な
、
広
報
紙
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た「
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

ジ
ョ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８

ⅰn
平
戸
」で
、
広
報
紙
作
り
の

お
仕
事
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
神
対
応
」接
客
や
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
満
足
な
内
容
を

し
た
際
に
用
い
ら
れ
る
用
語
。

広
報
の
お
仕
事
体
験
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
実
際
に

取
材
し
、
写
真
や
記
事
を
作

成
。
そ
の
後
、
会
場
で
印
刷

し
て
体
験
の
記
念
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る「
紙
対
応
」で
し
た
。

●個別創業相談会
（平戸市役所商工物産
課内）10：00～ 16：
00

●個別創業相談会
（平戸市役所商工物産
課内）10：00～ 16：
00

瀧 伊

特 集

５

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所２
階 会 議 室）９：30～
15：30

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所２
階 会 議 室）９：30～
15：30

●第24回按針忌（崎方
公園按針塚）10：00～
●ひらど軽トラ市（木
引田町・宮の町商店
街）9：00～ 12：30

●平成30年度狩猟
免許試験受付開始

●消費生活巡回相談
中部地区（ふれあい
センター）13：00～
15：00

●消費生活巡回相談
生月地区（生月支所
相 談 室）13：00～
15：00

●消費生活巡回相談
大島地区（大島村公
民館）14：00～ 16：
00

●よろず相談会（田平
町民センター研修室
２）９：30～ 17：00

５月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
５月のイベントカレンダー
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2827

2523 24

31

2220 21

29 30

191816 171513 14

５４２ ３

12119 1086 7

１ 憲法記念日 みどりの日 こどもの日

広報ひらど 平成30年５月号 28

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

広報ひらど広報ひらど広報ひらど

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

●志々伎漁協お魚まつり
（志々伎漁協）10：00～
●福田酒造酒蔵開き（福
田酒造）10：00～

●森酒造酒蔵開き
（森酒造場）10：00～

●国指定名勝棲霞園
および梅ヶ谷津偕楽
園の一般公開（棲霞
園・梅ヶ谷津偕楽園）
9：00～ 15：00

●第３回ふれあい春
まつり（ふれあいセ
ンター）10：30～

●平戸海道渡海人祭
（平戸大橋公園特設
会場）（～５日）
10：00～
●いきつき春祭り
（舘浦ふれあい広場
周辺）10：00～

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～15：00

●年金相談（生月支所）
10：30 ～15：00

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～15：00

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平 戸 ホ ー ル）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●三浦按針レクイエム
コンサート（平戸オラ
ンダ商館）18：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあいセ
ンター児童室）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●ライブラリーコンサー
ト（COLAS平戸ホール）
19：00～

●公営住宅入居者
募集期限

永田記念図書館休

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しの部屋）10：30～

平
成
30
年
平
戸
北
部
地
区
の
嘱
託
員
辞
令
交
付
式
。

自
治
会
の
先
頭
に
立
っ
て
、１
年
間
地
域
の
先
導
役
と

し
て
活
動
し
ま
す
。

●津吉茶市（津吉ふ
れあい通りほか）（～
27日）



火災救急件数

８件（16件）

501件（433件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成30年３月末現在平成30年３月末現在

11件（20件）

０人（０人）

15人（22人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎内線2313問

人口の動き

■男　性　14,991人（－60人）

■女　性　16,840人（－113人）

■世帯数　14,043戸（－36戸）

※（　）は、前月との比較

■総人口　    31,831人（－173人）

　平戸地区     18,417人（－107人）

　生月地区       5,510人（－3９人）

　田平地区       6,826人（－18人）

　大島地区       1,078人（－9人）

平成30年４月１日現在

市民課戸籍住民班　☎内線252４問
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14夢に向かって羽ばたけ

小山　莉央さん

野子中学校

野子町

  こやま               　りお

１年

バレー以外でも、
保育園の時から、
ピアノを習っており、
バレーとの両立は
大変だけど続けて
いきたいとのこと。

『ふるさとへの感謝を忘れず』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　今、野子中でこうしてバレーをできることは、保護者や指導
者、そして地域の人たちのご尽力のおかげです。その人たちへ
の感謝の気持ちを忘れずに、これからもバレーや学校生活を
送っていってもらいたいです。将来、もし野子を離れてたとして
も、ふるさとへの感謝の気持ちは忘れないでほしいですね。

応援団
からの

一言

母・真由美さん

少
人
数
な
が
ら
、単
独
チ
ー
ム
で
一
致
団
結

野
子
魂
で
目
指
す
は
平
戸
制
覇
！

目次・小学生が人命救助・人口の動き・交
通事故件数・火災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

　地域で快適に暮らしたい

　自治会がつなぐ絆
移住定住支援事業のお知らせ

広報コンクール全国特選、三
浦按針署名活動

そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・私のまちの宝探し

高齢者の通いの場訪問

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ４～Ｐ11

　

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14～Ｐ15

Ｐ16～Ｐ20

Ｐ21

Ｐ22～Ｐ25

Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28

５
Contents
広報ひらど

ま
り
打
ち
込
め
な
か
っ
た
た
め
、
バ

レ
ー
に
転
身
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
メ
キ
メ
キ
と
頭
角
を
現
し
、

小
学
校
６
年
生
の
時
は
、
市
の
大
会

で
優
勝
し
て
県
大
会
に
も
出
場
す
る

な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　
「
野
子
町
は
、
小
中
学
校
と
も
に

児
童
生
徒
数
が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で

は
バ
レ
ー
部
も
人
数
が
そ
ろ
わ
ず
他

校
の
選
手
を
助
っ
人
と
し
て
受
け
入

れ
て
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

自
分
た
ち
の
年
代
で
は
、
メ
ン
バ
ー

も
増
え
、
単
独
チ
ー
ム
で
試
合
に
も

出
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
格
段
に
良
く
な
り
、
練
習

や
試
合
も
こ
れ
ま
で
よ
り
も
楽
し
く

な
り
ま
し
た
」と
話
す
莉
央
さ
ん
。

　

母
の
真
由
美
さ
ん
は「
以
前
か
ら

そ
う
だ
っ
た
の
で
す
が
、
単
独
チ
ー

ム
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
保
護
者
だ
け
で

な
く
地
域
の
人
た
ち
も
熱
心
に
指
導

や
引
率
な
ど
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
あ
り
が
た
い
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
尋

ね
た
と
こ
ろ「
ま
ず
は
６
月
に
あ
る
中

総
体
で
、
野
子
中
単
独
チ
ー
ム
と
し

て
１
つ
で
も
多
く
勝
ち
進
ん
で
、
優

勝
し
た
い
で
す
」と
、
熱
い
思
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

莉
央
さ
ん
は
、
小
学
２
年
生
か
ら

バ
レ
ー
を
始
め
、
現
在
も
野
子
中
学

校
で
バ
レ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
当
時
学
校
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
バ
レ
ー

だ
け
で
、
兄
の
影
響
を
受
け
、
サ
ッ

カ
ー
に
挑
戦
し
て
み
た
も
の
の
、
あ

　
　
　

戸
島
の
最
南
端
、
野
子
町
に

　
　
　

あ
る
市
立
野
子
小
中
学
校
の

体
育
館
か
ら「
い
っ
ち
に
〜
い
っ
ち
〜
そ

れ
！
」と
大
き
な
掛
け
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
元
気
の
い
い

チ
ー
ム
で
軽
快
な
動
き
を
見
せ
る
野

子
中
学
校
１
年
の
小
山
莉
央
さ
ん
。

平

お手柄！小学生が迅速な人命救助

　3月17日に明の川内町で、トラクターの
下敷きになり助けを求めている人を、偶然
現場付近で犬の散歩をしていた平戸小学校
の小野志翔さん（6年生：左）、小野ゆめか
さん（4年生：中）、岩男咲希さん（4年生：
右）が発見し、近くの住民に助けを求め、
119番通報を依頼しました。
　これを評し3人に対して、3月23日の終
了式の際、平戸小学校体育館で全校生徒
が見守る中、消防署長から感謝状が贈呈さ
れました。消防本部によると記録が残る
1993年以降、平戸市内で小学生が人命救
助で表彰されるのは初めてということです。
　感謝状を受け取り、小野志翔さんは「人
の命を助ける重さを感じた」、小野ゆめかさ
んは「緊張しましたが、助けてうれしかった」、
岩男咲希さんは「また同じことがあっても助
けてあげたい」と３人とも少しはにかんだ様
子で話してくれました。

消防本部総務課　☎22-3167問

　まゆみ

ゆきと

さつき



きむら　　　　　　こういち

平戸市自治連合協議会会長　木村　孝市 さん（杉山区長）

持ちになってもらえるように、地域の

伝統行事などに子どものころから参加

させるようにしています。

　今後ますます少子高齢化の時代が進

みます。だからこそ自治会が果たす役

割はこれまでよりも大きくなってきます。

　これからは１つの自治会だけでなく、

163ある自治会と連携しながら、地域

のさまざまな課題に取り組んでいきた

いと思っています。

　最近は一人暮らしの高齢者が増えて

きているので、老人の見守りネット

ワークの体制構築が非常に大切になっ

てきます。そのためにも自治会の組織

がしっかりとしなければなりません。

　また、本市は人口の流出が激しいの

で、いかに地域に人を残していくかを

考えないといけません。地域の魅力を

知ってもらい、大人になって１回平戸を

出て行っても平戸に戻りたいという気

少子高齢化の時代だからこそ自治会が果たす役割は大きい
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共
助
の
心
を

　

自
治
会
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力

し
あ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
を
明
る
く
住
み
よ
い
安
全
・
安

心
な
地
域
に
し
よ
う
と
、
自
主
的

に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

自
治
会
は
地
域
の
住
民
に
よ

る
任
意
の
団
体
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
設
立
や
解
散
、
加
入
は
そ

れ
ぞ
れ
自
由
で
あ
り
、
誰
か
に

強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
社
会
は

ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

個
人
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
が
増
え
て
く

る
中
で
、
地
域
の
中
で
の
住
民

同
士
の
助
け
合
い
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

特
に
、
災
害
な
ど
の
有
事
の

際
は
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
お
く
こ
と
は
と
て

も
大
切
で
す
。
大
規
模
災
害
の

際
は
、
災
害
規
模
の
大
き
さ
か

ら
、
消
防
や
自
衛
隊
な
ど
の
迅

速
な
救
助
は
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
た
め
、
家
族
や
友
人
・
隣

人
で
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

特 集
地
域
で
暮
ら
す
た
め

　

現
在
本
市
に
は
、
市
内
全
域

に
１
６
３
の
自
治
会
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
地

区
内
清
掃
や
自
治
会
が
主
催
す

る
各
種
地
域
行
事
、
ま
た
防
災

訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
で
自
治
会

へ
加
入
し
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
地

域
で
子
育
て
で
き
る
環
境
。
高

齢
者
が
孤
独
に
な
ら
ず
地
域
と

触
れ
合
え
る
環
境
。
そ
ん
な
当

た
り
前
の
環
境
は
、
そ
こ
に
住

む
私
た
ち
一
人
一
人
が
協
力
し

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
で
人
を
育
て
、
人
が
地

域
を
育
て
る
」と
い
う
よ
う
に
、

私
た
ち
と
地
域
は
密
接
に
関
係

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
自
治
会

は
、
地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
潤
滑

油
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
つ
な
が
っ
た
絆

こ
そ
が
、
安
心
し
て
快
適
に
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

自治会によって守られている地域のコミュニティーは、
暮らしやすい環境のための大切な輪

イベント
自治会の活動とは

回覧板

地域行事

防 災

防 犯

回覧板

見守り

清 掃

自治会

　自治会では、嘱託員（区長）を中心に、左図のよ
うなさまざまな活動を行っています。そのほかにも、
ごみステーションや防犯灯の設置・管理などのほか、
地域生活の中で生じるさまざまな諸問題の解決に
向けて、行政とのパイプ役を担っています。
　地域における人と人とのつながりは、これからま
すます大切になります。自分の住んでいるまちに目
を向け、地域の皆さんと一緒に明るいまちづくりに
参加しませんか。
　自治会への加入については、住んでいる地域の
嘱託員（区長）へお気軽にお問い合わせください。

※各地区の嘱託員（区長）については、Ｐ6、Ｐ7で

　紹介しています。

自治会の主な活動



吉田　良三
尼﨑　和夫
谷川　克城
和田敬三郎
有浦　奬
中山　文生
森　龍哉
横尾　秀雄
川口　良一
岡　一義
松本　規雄
末永　　雄
福田　延之
本山　貢
寺田　靖浩
山野　政晴
𠮷永　保雄
浦　荘藏
真浦　幸一
寺田　一男
栁原　盛二
吉田　好弘
尾﨑　秀則
濵田　茂
山田　久夫
園川　政法
濵田　福市
山中　幸士
植木　茂一
川上　茂次
村田　丈二
村田　常広
川村　茂実
柴田　稔
松瀬　直善
藤澤　孝義
前川　久利
田中金太郎

白石　裕二
寺田　善昭
春野　留二
城　勇
田中　壽
永田孝次郎
小田　覚
坂本　良一
藤山　定
尾上　輝義
木村　孝市
山野　範一
前原　秀雄
北村　誠一
谷田　美幸
田中　春美
久家　栄
松永　安則
川淵　和夫
江田　勝
切江　博
外輪　隆
末吉　敏明
三德屋金一
戸村　茂
岡山　正人
栁本　武雄
藤原　健一
永山　二雄
磯本　重明
木下　継市
紙屋　一則
井元　末廣
冨島　豊
立石傳太郎
井上　隆

や、市からの伝達（文書、広報紙などの回覧や配布）、そ
のほか広報などの事務を行います。市民の皆さんのご
理解とご協力をお願いします。 
　　   ■お問い合わせ　総務課行政班　☎内線2316

　市内各自治会から推薦された 163 人が、平成 30年
度の嘱託員として決定しました。それぞれの行政区の
嘱託員は下記のとおりです。
　嘱託員の皆さんは、各担当区域内の世帯台帳の整備

行政区
魚の棚町
紺屋町
木引田町
築地町
宮の町
浦の町
崎方町
大山
川内在
川内浦
中野大久保
水垂
山中
坊方
主師
山野白石
下中野
古江
大瀬
春日
高越
大石脇
獅子第１
獅子第２
獅子第３
獅子第４
根獅子第１
根獅子第２
根獅子第３
根獅子第４
飯良第１
飯良第２
紐差第１
紐差第２
紐差第３
紐差第４
朶の原
深川

よ　み

うおのたなちょう

こうやまち

きひきだちょう

つきじちょう

みやのちょう

うらのちょう

さきがたちょう

おおやま

かわちざい

かわちうら

なかのおおくぼ

みずたり

やまなか

ぼうがた

しゅうし

やまのしらいし

しもなかの

ふるえ

おおぜ

かすが

たかごえ

おおいしわき

ししだいいち

ししだいに

ししだいさん

ししだいよん

ねしこだいいち

ねしこだいに

ねしこだいさん

ねしこだいよん

いいらだいいち

いいらだいに

ひもさしだいいち

ひもさしだいに

ひもさしだいさん

ひもさしだいよん

へごのはら

ふかがわ

よ　み

よしだ　りょうぞう

あまがさき　かずお

たにがわ　かつき

わだ　けいさぶろう

ありうら　すすむ

なかやま　ふみお

もり　たつや

よこお　ひでお

かわぐち　りょういち

おか　かずよし

まつもと　のりお

すえなが　ひでお

ふくだ　のぶゆき

もとやま　みつぐ

てらだ　やすひろ

やまの　まさはる

よしなが　やすお

うら　しょうぞう

まうら　こういち

てらだ　かずお

やなぎはら　せいじ

よしだ　よしひろ

おさき　ひでのり

はまだ　しげる

やまだ　ひさお

そのかわ　まさのり

はまだ　ふくいち

やまなか　こうじ

うえき　しげかず

かわかみ　しげつぐ

むらた　じょうじ

むらた　つねひろ

かわむら　しげみ

しばた　みのる

まつせ　なおよし

ふじさわ　たかよし

まえかわ　ひさとし

たなか　きんたろう

行政区
迎紐差
木ヶ津第１
木ヶ津第２
木ヶ津第３
木ヶ津第４
大川原
赤松
草積
石原田
木場
田崎
神鳥
宝亀第１
宝亀第２
宝亀第３
宝亀第４
上中津良
下中津良
敷佐
猪渡谷
堤
神船
津吉中央
津吉元
中山
鮎川
大佐志
田代
神上
前津吉浜
前津吉浦
船木
早福
大志々伎
志々伎浦
志々伎岡
肥
船越
向月
野子
宮の浦
高島
生月地区
御崎
壱部
堺目

よ　み

むかえひもさし

きがつだいいち

きがつだいに

きがつだいさん

きがつだいよん

おおかわら

あかまつ

くさづみ

いしはらだ

こば

たさき

かんどり

ほうきだいいち

ほうきだいに

ほうきだいさん

ほうきだいよん

かみなかつら

しもなかつら

しきさ

いとや

つつみ

しぶね

つよしちゅうおう

つよしもと

なかやま

あゆかわ

おおざし

たしろ

かみあげ

まえつよしはま

まえつよしうら

ふなぎ

はいふく

おおしじき

しじきうら

しじきおか

こえ

ふなこし

こうげつ

のこ

みやのうら

たかしま

みさき

いちぶ

さかいめ

よ　み

ひろた　あきら

ふじた　ひろき

こんどう　たつみ

むらた　さとし

ささき　みのる

ながた　じんゆき

きたがわ　のぶちほ

あかぎ　ゆきよし

はまだ　たいら

まえだ　しげる

やまがしら　こうじ

ふじさわ　てるお

もりなが　まさとら

たばら　ひろし

まつだ　やすのり

かわぶち　しろう

おおいし　たかもり

おおうら　まさみ

やまもと　やすたか

いのうえ　ゆきのり

ひだか　ゆうじ

かわかみ　けんじ

おじか　じゅんいち

くすとみ　みちお

ひらた　よしかず

からすやま　けんご

やまの　かんいち

たぐち　つねお

くちいし　たかゆき

よしずみ　よしひと

くちいし　かつし

はるもと　つよし

やまだ　ひろじ

やまぐち　かつじ

えぐち　はるみ

まつやま　ひでたけ

にし　こういち

おぐす　ひでき

よしずみ　えいじゅう

みやた　としみつ

くすとみ　ちくま

しばやま　ゆうじ

やまもと　よういち

いしかわ　たかお

すえなが　たけよし

行政区
元触
浦北
浦南
山田
舘浦浜
舘浦屋敷
舘浦潮見
田平地区
日の浦
野田
永久保
大崎
釜田
大久保
山内
平戸口
永田
坊田
小手田
米の内
東荻田
西荻田
南荻田
下寺
生向
外目
以善
万場
田代
古梶
深月
下里
上里
岳崎
福崎
小崎
上亀
下亀
大島地区
西神浦
東神浦
前平
西宇戸
大根坂
的山浦
的山在

よ　み

もとふれ

うらきた

うらみなみ

やまだ

たちうらはま

たちうらやしき

たちうらしおみ

ひのうら

のだ

ながくぼ

おおさき

かまた

おおくぼ

やまのうち

ひらどぐち

ながた

ぼうだ

こてだ

こめのうち

ひがしおぎた

にしおぎた

みなみおぎた

しもでら

いけむこ

そとめ

いよし

まんば

たしろ

ふるかじ

ふかつき

しもざと

かみざと

たけざき

ふくざき

こざき

かみがめ

しもがめ

にしこうのうら

ひがしこうのうら

まえびら

にしうど

おおねざか

あづちうら

あづちざい

よ　み

たにやま　ひさみ

はまさき　かずとし

ごとう　きよし

つかもと　まさひで

とだ　いくよし

にしざわ　やすひろ

かわぶち　ひろみ

もりた　まさお

なかにし　まさと

ながしま　まさひこ

いなざわ　りょういち

のがみ　けんし

ひわだ　まさお

おおうら　けいいち

みやき　あきのり

もり　きいちろう

やまうち　せいじ

うらた　のりとし

いしい　ひろあき

おおた　せいき

おざき　やすたか

いまむら　くにお

なかむら　つぐとし

まつせ　ぐんいちろう

やまさき　ゆうし

おがわ　たかとも

さいくさ　なおゆき

ながいし　こういち

ももえだ　しろう

むらた　しげみつ

かわもと　まさお

いでぐち　はるお

たがみ　しゅんいち

よしふく　ひろみ

かわばた　ひろゆき

はまむら　てつお

おおじも　とみお

いのもと　のぶはる

ふくだ　ひろし

おおうら　てるあき

やまのうえ　かずのり

しらいし　よしなり

しもべ　せいじ

おかむら　ゆきお

行政区
平戸地区
亀岡
清水川
白浜
稗田
中の崎
下大垣
上大垣
明の川内
高麗町
戸石川
杉山
大野
木引
赤坂
後平
薄香越
西の久保
梅崎
薄香浦
田原崎
小川
大久保
中の原
幸の浦
田の浦
曲り
潮の浦
神崎
田助浦
田助在
油水
度島浦
度島中部
度島三免
新町
職人町

よ　み

かめおか

しみずがわ

しらはま

ひえだ

なかのさき

しもおおがき

かみおおがき

あけのかわち

こうらいまち

といしがわ

すぎやま

おおの

こひき

あかさか

うしろびら

うすかごえ

にしのくぼ

うめざき

うすかうら

たわらざき

こがわ

おおくぼ

なかのばる

こうのうら

たのうら

まがり

しおのうら

こうざき

たすけうら

たすけざい

あぶらみず

たくしまうら

たくしまちゅうぶ

たくしまさんめん

しんまち

しょくにんちょう

よ　み

しらいし　ゆうじ

てらだ　よしあき

はるの　とめじ

じょう　いさむ

たなか　ひさし

ながた　こうじろう

おだ　さとし

さかもと　りょういち

ふじやま　さだむ

おがみ　てるよし

きむら　こういち

やまの　はんいち

まえばら　ひでお

きたむら　せいいち

たにだ　よしゆき

たなか　はるみ

くが　さかえ

まつなが　やすのり

かわぶち　かずお

えだ　まさる

きりえ　ひろし

そとわ　たかし

すえよし　としあき

さんとくや　きんいち

とむら　しげる

おかやま　まさと

やなぎもと　たけお

ふじわら　けんいち

ながやま　つぎお

いそもと　しげあき

きのした　つぐいち

かみや　かずのり

いのもと　すえひろ

とみしま　ゆたか

たていし　でんたろう

いのうえ　たかし

平成30年度嘱託員名簿 （敬称略）
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廣田　明
藤田　弘樹
近藤　辰美
村田　敏
佐々木　稔
永田　甚幸
北川信千穂
赤木　幸義
濱田　平
前田　繁
山頭　孝治
藤澤　輝夫
森永　正寅
田原　博
松田　泰則
川渕　史郎
大石　隆盛
大浦　正巳
山本　安隆
井上　幸則
日髙　勇司
川上　憲治
小値賀順一
楠富美智雄
平田　義数
烏山　憲吾
山野　寛一
田口　常夫
口石　孝幸
吉住　嘉仁
口石　克志
春本　剛
山田　博治
山口　勝治
江口　東海
松山　英武
西　康市
小楠　英樹
吉住　榮重
宮田　利光
楠富　智九万
柴山　優兒

山本　洋一
石川　隆雄
末永　武好

谷山　久己
濵﨑　壽利
後藤　　
塚本　雅英
戸田　幾嘉
西澤　安廣
川渕　洋海

森田　正生
中西　正人
長嶋　正彦
稲澤　良一
野上　憲司
日和田政雄
大浦　啓一
宮木　昭徳
森　喜一郎
山内　誠司
浦田　典歳
石井　博明
太田　正喜
尾﨑　安孝
今村　國男
中村　次利
松瀬郡一郎
山崎　雄士
小川　隆友
七種　直行
永石　耕一
百枝　史朗
村田　重光
川本　正男
出口　治雄
田上　俊一
吉福　弘実
川畑　浩幸
濵村　哲夫
大下　富生

井元　伸治
福田　洋
大浦　輝明
山野上和則
白石　吉成
下部　清治
岡村　幸夫
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市内在住者
住宅取得
支援事業

移住費用
支援事業

住宅改修
支援事業

（Uターン者向け） UU

▲移住・定住支援事業を活用して、田助地区に
　Uターンした堀さん家族

中古住宅
改修費用
支援事業

移り住むとこんなにお得！！
　市では、人口減少抑制対策の重点主要施策の1つである「移住・定住」を促進
するため、移住・定住を目的に新規転入者や市内在住者の皆さんが取得する住
宅などに対し、支援事業を行っています。 　　 地域協働課定住推進班☎内線2352 

対象者
　市内在住者で、市内業者により住宅を新築する人
補助内容
　住宅取得費の３％または30万円のいずれか低い額
　ただし、高校生以下の子どもが同居する世帯は、   
　高校生以下の子ども１人につき10万円加算

住宅取得
支援事業

（新規転入者向け）

対象者
　Ｕターン者またはその2親等以内の親族で、市内に住宅を所有している人　
　※Ｕターン者とは、平成24年4月1日以降に転入した人で、過去に市内に住んでいた人
補助内容
　Ｕターン者またはその2親等以内の親族が所有する市内の物件で、Ｕターン者の居住
　を目的とした家屋の改修経費の2分の1（上限50万円）

対象者
　新規転入者で転入した日から５年以内に市内において住宅を取得する人
補助内容
　　市内業者による新築　　　住宅取得費の10％または200万円のいずれか低い額
　　市外業者による新築　　　住宅取得費の５％または100万円のいずれか低い額
　　中古住宅（宅地代含む）     中古住宅取得費の７％または50万円のいずれか低い額
　　※中古住宅は、平戸市の空き家バンク制度を介している物件に限ります。

対象者
　平成27年４月１日以降に転入した人で市内の中古住宅を取得する人または市内に中古住宅を所有している人
補助内容
　居住を目的とした、家屋の改修経費および放置されていた家財道具の撤去に要する
　経費の２分の１（上限50万円）
　※平戸市の空き家バンク制度を介している物件に限ります。
　※上記新規転入者住宅取得支援事業における中古住宅取得の補助と併用利用可

各支援事業には申請期限や必要な書類などがありますので、事前に問い合わせください。また、補助金の交付を受けて５年以内に
住宅を売り渡したり、居住しなくなった場合、本市から転出する場合は、補助金の全部または一部を返還することがあります。

対象者
　平成27年４月１日以降に定住を目的として移住する人（※市内外の事業所間で転勤する人を除く）
補助内容
　市外から移住する際に生じる荷物運搬料および交通費（有料道路代、燃料費など）の
　３分の２（上限20万円）

平戸市に

注意事項

　「グリーンヒルズ」を市から購入し、
新築した場合は、さらに20万円
を加算します。

check

問

三浦按針を大河ドラマに

広報ひらどが全国の特選に！
優れていると判断された作品に贈られる、読売新聞社
賞も同時受賞しました。
　また、広報紙（市部）の部門でも「広報ひらど平成２９
年１１月号」が入選を果たしました。
　これからもこの賞に恥じることがないよう、市民の皆
さんに手にとってもらい、親しまれ、愛されるような広
報紙づくりをめざしていきますので、今まで以上のご支
援、ご協力をよろしくお願いします。

　地方自治体などの広報活動の向上を目的に、全国の
自治体広報作品（広報紙、写真、ホームページ、映像、
広報企画）を審査する「平成３０年全国広報コンクール」
の審査結果が発表され、広報写真（１枚写真）の部門で
「広報ひらど平成２９年１１月号（４、５ページ）」が最優秀
賞（１団体）の特選（総務大臣賞）を受賞しました。あわ
せて、入選作品の中から地域のニュース、人物などを
積極的に取り上げ、住民の目線を生かした編集が特に

広報紙（市部）
入選（平成２９年１１月号）

広報写真（１枚写真）
特選【平成２９年１１月号（４、５ページ）】

総務大臣賞、読売新聞社賞

　英国生まれで、オランダ船リーフデ号で日本にたどり着い
た後、徳川家康の外交顧問として活躍し、平戸の地で没し
たとされる三浦按針（ウィリアム・アダムス）。
　按針没後400年の節目を迎える2020年に向けて、按針
の魅力を日本全国そして世界へと広く発信できるよう、按針
ゆかりの４市（大分県臼杵市、静岡県伊東市、神奈川県横
須賀市、平戸市）で、大河ドラマ化実現を求める署名活動
を行っています。

●記載設置場所　平戸市役所玄関、平戸市文化交流課内
※班回覧での署名も予定していますので、市民の皆さんの
　ご協力をよろしくお願いします。

●と　き　  ５月27日（日）午前10時～
●ところ　　崎方公園按針忌ほか

■第24回按針忌

●と　き　５月26日（土）
　　　　　開場　午後６時～
　　　　　開演　午後６時30分～
●ところ　平戸オランダ商館2階
●入場料　千円

■三浦按針レクイエムコンサート

５月の三浦按針関連イベント
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本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お『うんどうかいがんばれ

　よーいドンの日！』
作／ますだ　ゆうこ
絵／たちもと　みちこ
出版社／文溪堂

『季節と行事の
　おりがみくらぶ』
著／新宮　文明
出版社／ほるぷ出版

『羽毛恐竜』
作／大島　英太郎
出版社／福音館書店

『おしりたんてい
　あやうしたんていじむしょ』
さく・え／トロル
出版社／ポプラ社

『子どもの才能を伸ばす
　最高の方法
　モンテッソーリ・メソッド』
著／堀田　はるな
出版社／あさ出版

よーいドン！今日は、ゆうく
んの小学校の運動会です。
ぴょんたのかえるがっこうで
も、運動会をしてみることに
なりました。運動会の豆知識
や、お弁当レシピも掲載。ど
きどきわくわくの行事絵本で
す。

折り紙は、昔から人気のある
伝統的な日本の遊びです。季
節や行事に関係する、簡単で
かわいい折り紙の折り方を紹
介した１冊。カーネーション、
ネクタイ、こいのぼりなど、
これからの季節にぴったりで
す。

みなさんおなじみの“おしり
たんてい”シリーズ第６弾！
おしりたんていの住む町に、
“めいたんてい”を名乗る人
物があらわれる。さてさて、
今回も事件をププッと解決で
きるのか！？読んでみてのお
たのしみ。

はるか昔に姿を消した恐竜。
しかし、すでに絶滅した恐竜
は、独自の進化を遂げ、私た
ちのまわりで生き続けていま
す。恐竜の化石のデータをも
とに、恐竜から鳥への進化の
過程を描いた本です。

GoogleやAmazonの創業者、
藤井聡太棋士らを育んだモン
テッソーリ・メソッド。才能
をとことん伸ばし、自立した
子を育てる教育法の具体的な
内容を紹介する。家庭ででき
る11のことも収録。

今月の休館日　永田記念図書館：１日（火）、８日（火）、15日（火）、22日（火）、27日（日）、29日(火)

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2511

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間
各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 主なイベント

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

9日（水） 午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

26日（土） 午後７時～

毎週土曜 午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『猫侍南の島へ行く』（日本：85分）

ライブラリーコンサート（COLAS平戸ホール）
針尾郁子氏による、語り。民話を中心に語りの世
界へと誘います。（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）永田記念図書館

『修羅の都』
著／伊東　潤
出版社／文藝春秋
武士の世をつくる！平家討伐、
奥州制圧、京都との駆け引
き・・・。源頼朝と北条政子
が作り上げた武家政権の光と
影を描き、頼朝晩年の謎にも
迫る時代長編。『公明新聞』連
載を加筆改稿し単行本化。

Hirado City Public Relations,2018.５11

「平戸市の世界遺産候補地を歩く」

春日集落案内所

納戸神やパンフレットなどの展示・閲
覧スペースのほか、売店などが整備さ
れています。特に春日のおばあちゃん
達との交流は、来訪者に大好評です。

問

　玉ねぎには血液をサラサラに
する栄養素が含まれています。
玉ねぎの辛味成分は水に溶けや
すく、揮発する性質があり、水
にさらすと栄養も流れてしまいま
す。切った玉ねぎは空気にさら
して、栄養は逃さず摂りましょう。 久保　千鶴子 さん

田平支部　つばき会　

生玉ねぎを食べるときは
空気にさらしましょう

【材料（４人分）】

『焼きピーマンと新玉ねぎの和風マリネ』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
健康ほけん課健康づくり班　☎内線2546問

砂糖・・・ 小さじ２

醤油・・・ 小さじ２

酢・・・ ・ 小さじ２

ピーマン・・・・・・４個

新玉ねぎ・・・・１/２個

削り節・・・・・・・ 適宜

【作り方】

【栄養（１人分）】

ピーマンは縦半分に切ってへたと種をとる。魚焼きグリルで焼き、

さらに半分に切る。

新玉ねぎは繊維を断つように薄切りにして、空気にさらしておく。

Aの調味料を合わせてマリネ液を作り、①と②を和える。

器に盛り付け、削り節をちらす。

●カロリー31ｋcａｌ　●蛋白質1.3g　●食塩相当量0.7g
●脂質0.1g

３

4

２

１

くぼ　　　  　　ちづこ

14

場
で
あ
っ
た
安
満
岳
や
川
の
神

な
ど
を
崇
敬
し
ま
し
た
。

　

春
日
集
落
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
は
、
解
禁
後
も
カ
ト
リ
ッ
ク

に
復
帰
す
る
こ
と
は
な
く
、
禁

教
期
以
来
の
信
仰
形
態（
か
く
れ

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
）を
維
持
し
続

け
ま
し
た
が
、
平
成
10
年
ご
ろ

に
行
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
講
を
最

後
に
現
在
で
は
組
織
的
な
行
事

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
4
月
1
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
春
日
集
落
案
内
所
に
は
、

集
落
で
継
承
し
て
き
た
納
戸
神

の
レ
プ
リ
カ
や
世
界
遺
産
の
解

説
ビ
デ
オ
な
ど
が
あ
り
、
地
元

住
民
の
人
た
ち
が
来
訪
者
を
お

も
て
な
し
し
て
い
ま
す
。
世
界

遺
産
登
録
前
に
春
日
集
落
を
、

歩
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

イ
コ
モ
ス
勧
告
が
出
さ
れ
た

後
は
、
6
月
末
か
ら
バ
ー
レ
ー

ン
王
国
で
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス

コ
世
界
遺
産
委
員
会
で「
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
遺
産
」の
世
界
文
化
遺
産
登

録
の
可
否
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
「
平
戸
の
聖
地
と
集
落
」は
、

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
由
来
す
る

聖
地
や
、
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ

る
以
前
か
ら
崇
敬
し
て
い
た
身

近
な
自
然
な
ど
を
併
せ
て
拝
む

信
仰
形
態
を
ひ
そ
か
に
続
け
た

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
の
代
表

と
し
て「
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
」の
構
成
資
産
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

潜
伏
時
代
の
春
日
集
落
で
は
、

聖
地
中
江
ノ
島
や
家
屋
内
の
納

戸
神
と
呼
ば
れ
る
信
仰
具
を
祭

り
な
が
ら
、
山
岳
仏
教
信
仰
の

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班　

☎
内
線
2
2
7
７

A
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活 動 日／毎週金曜日

　　　　　午前10時～午前11時　　　　　

活動場所／生月町中央公民館

対 象 者／生月町壱部浦地区

代　　表／𠮷田　久子

はつらつクラブ

𠮷田　久子さん
（生月町）

代表

　公民館で１時間ぐらいの体操ができるような
機会があればいいな、という思いを友人と一
緒に抱いていた折、平戸市社会福祉協議会
生月支所さんからのお誘いもあり、皆さんの
ためになるならと思い、通いの場を立ち上げ
ました。
　体操を行っているためか、先日階段から落
ちそうになった際も、足を踏ん張って手で手す
りをとっさにつかむことができ、大事には至り
ませんでした。足で踏み込む力が間違いなく
ついている感覚があります。まだまだ、地域に
は日中、外出を控えている人もいるので、今
後はそのような人も参加してもらいたいです。 

よしだ　　　 ひさこ

　生月町壱部浦地区では、地域の皆さんが気軽に体操を行うことがで
きる場を作ろうということで、平成29年４月に「はつらつクラブ」を始
めることになりました。途中、参加者が減ることもありましたが、今
では男性を含む20人前後の参加があります。
　大きな声で朝のあいさつを行い「一日一日を元気に、介護保険のお世
話にならないように、若い人に迷惑をかけないように」との想いで、毎
回、皆さん楽しく体操を行っています。また、地区の中でも、新しく
参加したいという声もあります。壱部浦地区では、この他にも「いきい
きサロン」など、身近に集える通いの場があります。

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
内
線
2
5
９
４

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！

「はつらつクラブ」

問

―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

『
公
的
機
関
を
名
乗
る
不
審
電
話
』

　　

市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
が
消

費
者
に
個
別
に
電
話
を
か
け
、
個

人
情
報
を
聞
い
た
り
、
直
接
、
消

費
者
宅
を
訪
問
し
、
料
金
を
徴

収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
を
取
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
必
ず
相
手
の
身
元

と
電
話
番
号
を
確
認
し
、
そ
の
場

で
対
応
せ
ず
市
役
所
や
警
察
、

最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

最
近
、
市
内
で
市
の
職
員
を
名

乗
り
、
個
人
情
報
を
聞
か
れ
た
り
、

悪
質
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
り
す

る
、
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
増

え
て
い
ま
す
。

<

事
例>

■「
４
月
か
ら
消
費
税
が
10
％
に

　

上
が
る
の
で
調
査
を
し
て
い
る
」

　

と
言
っ
て
家
計
の
状
況
や
年
金

　

額
な
ど
を
聞
か
れ
た
。

　
（
80
代
・
女
性
）

■
近
く
に
介
護
施
設
が
で
き
る
。

　

年
金
額
を
教
え
て
欲
し
い
。

　
（
80
代
・
女
性
）

■
市
役
所
職
員
を
名
乗
り「
料
金

　
の
徴
収
に
き
た
」と
言
っ
て
男

　

性
が
訪
問
し
て
き
た
。

　
（
70
代
・
女
性
）

市民課市民総合相談室　☎内線2530問

市民総合
相談室

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

文化交流課交流推進班　☎内線2278

『
休
暇
の
楽
し
み
方
』

問

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
有

給
休
暇
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で

も
平
均
25
．
６
日
で
少
な
い
ほ
う

で
す
が
、
残
業
が
あ
ま
り
な
く
て
、

３
週
間
連
続
の
休
み
で
も
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
海
外
旅
行
に
行

く
の
に
便
利
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は

人
気
で
す
。　

　

皆
さ
ん
は
、
日
本
の
よ
う
に
祝

日
が
多
い
国
、
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う

に
長
い
連
続
休
暇
が
取
れ
る
国
の

ど
ち
ら
が
い
い
で
す
か
。

　

葉
の
色
が
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
５
月
の
日
本
と
い
え
ば
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
思
い
出

し
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
に
も
春
と
い

え
ば
祝
日
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係
、

例
え
ば
復
活
祭
の
イ
ー
ス
タ
ー
な

ど
で
す
が
、
王
様
の
誕
生
日
に
あ

た
る「
王
様
の
日
」や
第
二
次
世

界
大
戦
関
係
の「
解
放
の
日
」も

あ
り
ま
す
。
日
本
は
オ
ラ
ン
ダ
と

比
べ
て
有
給
休
暇
を
取
る
人
が
少

な
い
で
す
が
、
祝
日
が
多
い
と
感

じ
ま
し
た
。
調
べ
た
ら
や
は
り
日

本
の
祝
日
は
１
年
に
18
日
間
あ
り

ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ほ
う
は
９
日

間
。
し
か
も
、
６
月
に
あ
る
祝
日

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
は
祝
日
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人

は
結
構
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
る
と

国際交流員
の日記

バッケル・シャレー
（オランダ王国出身）

国際交流員

オランダからの「コーヒータイム」

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問

26ＶＯＬ．



▲平戸市健康づくりポイントカード
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。
特定健診やがん検診などの日程は、５月ごろ各世帯に配布する「健康カレンダー」をご覧ください。

こども未来課母子保健班　☎内線2572問

ところ 種類および受付時間日にち

５月の各種相談および赤ちゃんの健診など

ふれあいセンター（紐差町）

平戸市福祉保健センター(田平町)

平戸市福祉保健センター(田平町)

平戸市福祉保健センター(田平町)

大島村公民館（大島村）

５月８日（火）

５月10日（木）

５月16日（水）

５月22日（火）

５月30日（水）

乳

乳

母妊

13：00～13：30

12：30～12：45

12：30～12：45

13：00～13：30

　　９：30～10：30

妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診 乳 乳児健診母子健康相談母 １１歳６ヶ月児健診

住　所

57-0045

57-2155

23-2151

57-2155

22-2344

57-0045

57-2155

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問５月の休日当番医

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

青洲会病院

北川病院

谷川病院

５月３日（祝・木）

５月４日（祝・金）

５月５日（祝・土）

５月６日（日）

５月13日（日）

５月20日（日）

５月27日（日）　青洲会病院

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

今月の
特ダネ

特定健診・がん検診を受けましょう！！

けられる総合健診方式を実施しています。
　健（検）診は、医療保険が適用されないため、
全額自己負担になりますが、平戸市ではほとんど
の健（検）診で自己負担が約1割以下で受診でき
る上、特定健診については、40歳になる人と昨
年度特定健診を受診した人は、4,000円～
10,000円程度が自己負担無料、肺がん・胃が
ん・大腸がん検診についても、65歳以上の人は
自己負担無料となります。例えば、65歳以上で
肺・胃・大腸がんの3つの検診を、個別検診（肺
がん：レントゲン、胃がん：胃カメラ、大腸が
ん：便潜血検査）で受けた場合、通常19,327円
の検診費用が全額無料となります。この機会に、
ぜひ健（検）診を受けましょう。

　平成30年度も、4月からの度島地区を皮切り
に健（検）診がスタートしています。ところで、皆
さんは「健診」と「検診」の違いについて分かりま
すか？
　「健診」とは、健康診断のことを意味し、健康で
あるか否かを確かめるもので、病気の危険因子を
見つけることです。例えば、特定健診では、糖尿
病・脳卒中・虚血性心疾患の危険因子であるメ
タボを見つけて、生活習慣の改善を図ることが目
的となります。
　「検診」とは、特定の病気そのものを見つけるこ
とで、がん検診であればがんを早期に発見するこ
とが目的となります。
　平戸市では、特定健診とがん検診が同時に受

３

健康ほけん課健康づくり班　☎内線2546問

５月の健康テレフォンプログラム

月　曜

火　曜

水　曜

木　曜

金　曜

土曜・日曜

内　容曜　日

血圧サージ

大腿骨頚部骨折

小児の救急シリーズ⑥咳

後鼻漏と後鼻漏感

高齢者の精神衛生

妊娠中はどのくらい運動していいの？

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 ( 携帯不可 )
※携帯電話　　     ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープ   
　が３分間流れます。
　　  お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

５月の認知症の人と家族のつどい

 13：30～ 15：30５月10日（木） 平戸市未来創造館
ＣＯＬＡＳ平戸

日にち 時　間 ところ

長寿介護課高齢者支援班　内線☎2590問

１

健康ポイントカードをご持参ください！！

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0789

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

53-1079

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

27-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

やよいプレイランド

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

生月認定こども園

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：やよい幼稚園）

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（生月：生月認定こども園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

　昨年度、平戸市国民健康保険の40～74歳の人を対象に、ポイント
カードを配付しました。今年度、健（検）診を受診することで、100ポイン
ト以上達成すると、健康グッズと交換できますので、ぜひ健（検）診会場
にポイントカードをご持参ください。
　なお、紛失した場合は、結果説明会などで再発行できますので、お気
軽にご相談ください。また、今年度から歯周疾患検診もポイントの対象
となりましたので、受診の際はポイントカードをご提出ください。
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該
当
者
に
後
日
通
知
し
ま
す
。

　

※

入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退

　
　

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
事

　
　

前
に
十
分
検
討
し
た
う
え
で

　
　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問　

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
２
８
６
）

○
試
験
日　
８
月
28
日（
火
）

○
試
験
会
場

　
▼
長
崎
会
場　

県
庁
行
政
棟

　
▼
佐
世
保
会
場　
ア
ル
カ
ス
Ｓ

　
　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

　
▼
諫
早
会
場　

な
が
さ
き
看
護

　
　
セ
ン
タ
ー

○
受
験
資
格　

中
学
校
若
し
く
は

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

　
　
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同

　
　

居
人
を
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い

　
　
て
は
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

　
　
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

　
　

と

　

※

単
身
者
は
、
２
Ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
り

　
　

ま
す（
高
齢
者
、
障
が
い
者

　
　

な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

　
　
（
平
成
28
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

　
※

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で

　
　

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
　

人
は
、
個
人
番
号（
マ
イ
ナ

　
　
ン
バ
ー
）提
供
に
よ
り
添
付

　
　

書
類
の
提
出
が
省
略
で
き
ま

　
　

す
。

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超

　

え
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
抽
選

　
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、

　

抽
選
会
は
、
６
月
２
日（
土
）た

　
び
ら
活
性
化
施
設
で
開
催
予
定

　
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

　　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市

計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
８
戸（
21
戸
）

　

①
平
戸
地
区　
２
戸（
１
戸
）

　

②
生
月
地
区　
１
戸（
18
戸
）

　

③
田
平
地
区　
５
戸（
２
戸
）

　

※

３
月
募
集
で
応
募
の
な
か
っ

　
　

た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時

　
　

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　

窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※

（　

）内
の
戸
数
は
随
時
募

　
　

集
の
数
で
す
。

○
申
込
期
限　
５
月
11
日（
金
）

　

※

郵
送（
必
着
）で
受
け
付
け

　
　

ま
す
。

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次

　
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行

　
　

令
に
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

　
　

あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2834
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに
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公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す

募　
　

集

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す

平
成
30
年
度
調
理
師
試
験

の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許
試

験
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し

　

た
人
、
長
崎
県
知
事
が
こ
れ
ら

　
の
人
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

　

す
る
と
認
め
、
次
に
揚
げ
る
施

　

設
な
ど
に
お
い
て
２
年
以
上
調

　

理
の
業
務
に
従
事
し
た
人
。

　
▼
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど

　
　
の
施
設(

継
続
し
て
１
回
20
食

　
　

以
上
ま
た
は
１
日
50
食
以
上

　
　

を
調
理
す
る
施
設)

　
▼
食
品
衛
生
法
施
行
令
35
条
に

　
　

規
定
す
る
飲
食
店
営
業
、

　
　

魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い

　
　

製
造
業
の
施
設

○
願
書
の
受
付
期
間　
６
月
１
日

　

(

金)

〜
８
日(

金)

○
願
書
の
配
布
お
よ
び
提
出
先

　

住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

○
受
験
手
数
料　
６
，
１
０
０
円

◎
問　

県
北
保
健
所
企
画
調
整
課

　
（
☎
23-

８
３
５
１
）

　

　

平
成
30
年
度
の
狩
猟
免
許
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
験
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
関
係
書
類
を
添
え

て
県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企

画
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
受
験
に
当
た
っ
て
は
、
事

前
に
長
崎
県
猟
友
会
が
開
催
す
る

狩
猟
講
習
会
の
受
講
を
お
勧
め
し

ま
す
。

○
試
験
日　
６
月
22
日（
金
）

○
試
験
会
場　

佐
世
保
市
労
働

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

○
試
験
種
目　

網
猟
免
許（
鳥
類

　

を
捕
獲
す
る
網
が
使
用
で
き
る

　

免
許
）わ
な
猟
免
許（
は
こ
わ
な

　

な
ど
が
使
用
で
き
る
免
許
）第一

　

種
銃
猟
免
許（
散
弾
銃
、
ラ
イ

　
フ
ル
銃
な
ど
が
使
用
で
き
る
免

　

許
）第
二
種
銃
猟
免
許（
空
気

　

銃
な
ど
が
使
用
で
き
る
免
許
）

○
受
付
期
間　
５
月
７
日（
月
）〜

　
６
月
１
日(

金
）

○
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料　

　
▼
新
規
５
，
２
０
０
円

　
▼
所
持
者（
別
種
受
験
）３
，
９

　
　
０
０
円

○
添
付
書
類　

①
狩
猟
免
許
申

　

請
書
②
医
師
の
診
断
書
な
ど
③

　

写
真
１
枚
④
住
民
票
ま
た
は
運

　

転
免
許
証
の
写
し
⑤
切
手
を
貼
っ

　
た
返
信
用
封
筒

○
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
振
興
局
農
林
部
農
業
企

　

画
課　
　
　
　
　

　

☎
０
９
５
６-

41-

２
０
３
３

狩
猟
講
習
会
の
案
内

○
受
付
先　

佐
世
保
市
猟
友
会

　

☎
０
９
５
６-

33-

２
８
８
０

○
受
付
期
間　
５
月
７
日（
月
）〜

　
６
月
１
日(

金
）

○
開
催
日　

 

６
月
16
日(

土)

〜

　

17
日（
日
）

◎
問　

農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
５
５
）

　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い（
見

守
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
手

が
空
い
て
い
る
日
時
の
み
お
願

い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
業
務
内
容　

市
の
主
催
す
る

　

講
演
会
や
講
座
な
ど
で
の
託

　

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

○
資
格
・
条
件
な
ど　

健
康
な

　

人
で
あ
れ
ば
資
格
・
条
件
は

　

問
い
ま
せ
ん
が
、
託
児
に
関

　

す
る
研
修
を
受
け
て
い
た
だ

　

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
謝
礼　

１
時
間
に
つ
き
７
５
０
円

○
申
込
方
法　

電
話
で
こ
ど
も

　

未
来
課
子
育
て
支
援
班
へ
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
内
線
２
５
７
６
）
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お
知
ら
せ

　　
６
月
１
日（
金
）現
在
で
、
製

造
事
業
者
を
対
象
に
平
成
30
年
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調

査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
が
５
月
中
旬
か
ら
対
象

事
業
所
に
調
査
票
を
配
布
し
、
６

月
上
旬
ご
ろ
に
回
収
し
ま
す
の
で
、

回
答
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※

調
査
員
が
調
査
の
た
め
、
訪
問

　

し
た
場
合
に
は
、
必
ず「
調
査

　

員
証
」を
携
行
し
て
い
ま
す
。

◎
問　
企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
３
３
６
）

　

平
成
30
年
度
防
火
標
語
、
危

険
物
安
全
週
間
推
進
標
語
が
決

定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
全
国
統一防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に　

火
の
確
認
」　

平
成
30
年
度
危
険
物
安
全
週
間

推
進
標
語

「
こ
の
一
球　

届
け
無
事
故
へ　

み

ん
な
の
願
い
」

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22
‐
３
１
６
７
）

　

市
に
は
、
次
の
融
資
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
振
興
資
金

○
対
象
者　

中
小
企
業
者

○
資
金
使
途　

運
転
・
設
備
資
金

中
小
企
業
創
業
支
援
資
金

○
対
象
者　

市
内
で
創
業
す
る
人

　
や
市
内
で
創
業
後
５
年
未
満
の
人

○
資
金
使
途　

創
業
に
要
す
る
運

　

転
・
設
備
資
金

○
申
込
先　

平
戸
商
工
会
議
所

　

ま
た
は
平
戸
市
商
工
会

◎
問　

商
工
物
産
課
商
工
新
産

　

業
班

　
（
☎
内
線
２
２
１
３
）

住
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
空
き
家
の
除
却
を
行

な
う
人
に
対
し
費
用
の一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
空
き
家
対
策
を

一層
推
進
し
て
い
く
た
め
、
条
件
の

一
部
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
空
き

家
で
お
困
り
の
人
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ一度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
対
象
住
宅　

次
の
条
件
を
満
た

　

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
▼
平
戸
市
内
に
あ
る
建
物

　
▼
空
き
家
で
あ
る
こ
と

　
▼
半
分
以
上
が
一
般
の
住
宅
と

　
　

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
▼
木
造
で
あ
る
こ
と

　
▼
老
朽
化
に
つ
い
て
、一定
以
上

　
　
で
あ
る
こ
と

○
対
象
者　

県
内
に
住
所
を
有
し
、

　

両
親
、
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

　

か
が
被
爆
者
で
、
昭
和
21
年
６

　

月
４
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人（
両

　

親
の
ど
ち
ら
か
が
広
島
被
爆
の

　

場
合
、
昭
和
21
年
６
月
１
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
人
）

　

※

診
断
を
受
け
る
際
に
か
か
る

　
　

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

　
　

ん
。

○
申
込
締
切
日　

平
成
31
年
２

　

月
15
日（
金
）ま
で

○
受
診
期
間　

平
成
31
年
２
月
28

　

日（
木
）

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
福
祉
課
総
務
班
、
各

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
、

ま
た
は
県
北
保
健
所（
☎
57-

３

９
３
３
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
５
２
）

　　　
こ
の
事
業
は
、
安
全
・
安
心
な

く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
退
職

　

年
月
日
が
わ
か
る
書
類
、
印
か

　

ん
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

　

書

　

※

退
職（
失
業
）特
例
免
除
制

　
　

度
を
希
望
す
る
と
き
は「
雇

　
　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」や

　
　
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

　
　

票
」な
ど
、
退
職（
失
業
）し

　
　

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
窓
口　

健
康
ほ
け
ん
課
国

　

保
年
金
班
、
各
支
所
地
域
振

　

興
課
市
民
協
働
班
、
各
出
張

　

所
◎
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、

お
互
い
に
尊
重
し
支
え
合
う「
共

生
社
会
」の
実
現
を
目
指
す
た
め

に
、
地
域
の
障
が
い
を
も
っ
た
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
作
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど

　

※

職
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
行

　
　
い
ま
す
。

○
助
成
内
容

　
▼
対
象
と
な
る
経
費
は
、
建
物

　
　

除
却
費
の
80
％
、
ま
た
は
国

　
　
の
標
準
除
却
額
の
80
％
の
い

　
　
づ
れ
か
少
な
い
額

　
▼
補
助
額
は
、
前
述
の
対
象
経

　
　

費
の
２
分
の
１
、
ま
た
は
限

　
　

度
額
80
万
円

※

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
締
切
日　

10
月
31
日（
水
）

◎
問　

都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
９
６
）

　

20
歳
〜
60
歳
未
満
の
人
が
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
に
つ
い
て
も
、

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

退
職
し
た
こ
と
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
は
、
退
職（
失
業
）特
例
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防

火
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

平
戸
市
老
朽
危
険
空
き
家

除
却
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

被
爆
二
世
の
無
料
健
康
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す

退
職
し
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

市
内
の
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
へ

第
３
回「
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す

な
た
で
も
気
楽
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　
５
月
20
日（
日
）午

　

前
10
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
ふ
れ
あ
い
セ

　
ン
タ
ー（
紐
差
町
）

○
内　

容　

ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、

　

舞
台
発
表
、
作
品
展
示
、
障

　

が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
に
よ
る

　

出
店
や
バ
ザ
ー

○
参
加
費　

無
料

◎
問　
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ
り
実
行

　

委
員
会（
木
ヶ
津
文
庫「
絆
」担

　

当
な
が
み
ね
）

　
（
☎
28-

０
０
４
５
）

　　

県
で
は
、
４
月
か
ら
カ
ネ
ミ
油

症
認
定
患
者
を
対
象
と
し
た
健
康

実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
ネ
ミ
油
症
認
定
患
者
の

健
康
実
態
調
査
を
実
施

医
療
相
談
な
ど
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

対
象
者
に
調
査
票
を
通
知
し
て
い

ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い
人

で
調
査
に
協
力
で
き
る
人
は
、
生

活
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
調
査
対
象
者　
３
月
31
日
ま
で

　
に
油
症
の
認
定
を
受
け
て
い
る

　

人
○
申
込
締
切
日　
６
月
30
日（
土
）

※

な
お
、
調
査
に
協
力
し
た
人
に

　
は
、
健
康
調
査
支
援
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

◎
問　

長
崎
県
生
活
衛
生
課

　
（
☎
０
９
５-

８
９
５-

２
３
６
４
）

　

県
北
保
健
所
で
は
、
保
健
所
内

に
県
北
地
域
医
療
安
全
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
、
医
療
に
関
す

る
患
者
・
家
族
な
ど
の
苦
情
や
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
医
療

に
関
す
る
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

◎
問　

県
北
地
域
医
療
安
全
相

　

談
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）



殿さまのマニアックなコレクション展開催のお知らせ

問 平戸オランダ商館　☎26-0636

今回が初公開となる２点を含む、約３０点のユニークな
資料が展示されています。

 と   き　６月１８日（月）まで
 ところ　平戸オランダ商館２階多目的スペース
 入場料　大人３００円／小中高生２００円
 内　容　
　旧平戸藩主・松浦家の所蔵品には、とても不思議で
興味深い文物が多く残されています。その中から「マニ
アック」「おもしろさ」をキーワードに資料を公開します。
　第３回となる今回は、図書と絵画などを中心に資料
を展示します。歴代藩主やその一族たちが楽しんだ
ユーモラスな書物や絵画の雰囲気と、華々しい歴史か
らはついつい見失われがちな藩主（当主）の「センス」を
感じてください。

Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

延長窓口

■５月の延長窓口実施日
　10日（木）･17日（木）･24日（木）･31日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し   ◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

商工物産課商工新産業班　☎内線2213問

○５月10日（木）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○５月24日（木）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会

市民課内市民総合相談室　☎内線2530問

○５月９日（水）13：00～ 15：00
　中部地区（ふれあいセンター）
○５月16日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（生月支所相談室）
○５月23日（水）14：00～ 16：00　　
　大島地区（大島村公民館）

■消費生活巡回相談

○５月11日（金）９：30～ 15：30
　平戸商工会議所２階会議室
○５月25日（金）９：30～ 15：30
　平戸商工会議所２階会議室

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎内線2213問

■年金相談（完全予約制）
○５月１日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○５月８日（火）10：30～ 15：00　
　生月支所
○５月15日（火）10：００～15：00
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎内線2543問

市民課戸籍住民班　☎内線2523問

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

○５月18日（金）９：30～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎内線2213問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）
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お
知
ら
せ

　

偕
楽
園(

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有)

○
入
場
料　

無
料(

偕
楽
園
建
物

　

内
４
０
０
円)

◎
問　
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　
（
☎
内
線
２
２
７
７
）

　　　
こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲

揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万一、
こ
い

の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う

と
せ
ず
近
く
の
九
州
電
力
ま
で
ご

連
絡
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問　

九
州
電
力
㈱
平
戸
配
電
事

　

業
所

　
（
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

４
０
１
）

ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
▼
み
ん
な
ｄｅ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
▼
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
▼
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
▼
遊
び
の
ひ
ろ
ば

　
▼
ひ
ょ
こ
り
お
は
な
し
会

　
▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
春

　
▼
こ
ど
も
映
画
上
映
会

　
▼
こ
び
と
さ
が
し

　
▼
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ク
イ
ズ

　
▼
図
書
館
ツ
ア
ー

　
▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会

　

※

詳
し
い
日
時
や
内
容
に
つ
い

　
　
て
は
、
平
戸
図
書
館
ま
で
お

　
　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ま
た
、Ｇ
Ｗ
期
間
中
も
休

　
　

ま
ず
開
館
し
て
い
ま
す
。

◎
問　
平
戸
図
書
館

　
（
☎
内
線
２
０
１
６
）

　　

平
戸
松
浦
家
35
代
煕(

観
中)

が
20
年
の
歳
月
を
か
け
て
造
園
し

た
名
勝
を
公
開
し
ま
す
。

○
と　

き　
５
月
６
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

棲
霞
園
・
梅
ヶ
谷
津

　　　

島
の
館
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
企
画
展
の
一
環
で
、
今
回
は
、

壱
部
地
区
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
を
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
ま
す
。

○
と　

き　
５
月
27
日（
日
）ま

　
で

○
と
こ
ろ　

生
月
町
博
物
館
・

　

島
の
館
企
画
展
示
室

　

※

５
月
３
日（
木
・
祝
）午
後

　
　
１
時
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（
☎
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線
４
０
１
５
）

　　
４
月
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日
〜
５
月
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日（
土
）は
、

こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。
平
戸

図
書
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で
は
、
読
書
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島
の
館
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か
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れ
キ
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ー
壱
部
の
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九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故

防
止
の
お
願
い

国
指
定
名
勝
棲
霞
園
お
よ

び
梅
ヶ
谷
津
偕
楽
園
を
特

別
に
一
般
公
開
し
ま
す

子
ど
も
読
書
の
日
企
画
！

「
Ｇ
Ｗ
は
、
図
書
館
へ
い
こ

う
！
」

市税の納期限【５月31日（木）】

■軽自動車税　　　　　　　全  期
■固定資産税　　　　　　　第１期

税務課総務徴収班　☎内線2613問

※口座振替日　５月28日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、翌月12日
　（12日が土日、祝日の場合は翌営業日）に再振替します。

お詫びと訂正
広報ひらど４月15日号の記事に誤
りがありましたので、お詫びすると
ともに、下記のとおり訂正します。

●Ｐ２職員の人事異動のお知らせ
　【誤】教育委員会
　　　 中部出張所・南部出張所
　【正】総務部
　　　 中部出張所・南部出張所
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新1年生の登下校のお守りに

　市役所田平支所２階の教育委員会で、平戸ライオ
ンズクラブが、４月から新１年生となる児童240人
に防犯ブザーを寄贈しました。
　この日は、平戸ライオンズクラブの田口会長らが
教育委員会を訪れ、小川教育長に「市内の子どもた
ちが、安心安全な登下校が出来るように、活用して
ください」と話し、直接手渡ししました。
　この事業は、平戸ライオンズクラブの社会奉仕活
動の一環として毎年行われており、今年で10回目
となりました。

　

創業100周年を記念して19

　平戸港交流広場で、平戸商工会議所女性会による
雛の市が開催されました。
　雛の市は、３月のひな祭りの時期に、平戸に来る
観光客などをおもてなししようと毎年開いている催
しで、紅白のお餅が入った特製の雛ぜんざいの無料
ふるまいや加工品や平戸の地酒など特産品の販売が
行われました。また、平戸オリジナルの大判カルタ
によるカルタ大会も行われ、平戸にゆかりのある人
物や地名の問題に、参加者たちは楽しみながら平戸
を満喫していました。

　大手総合物流会社「山九株式会社」（本社・東京）
の中村公大社長が市長を訪問し、平戸市離島開発総
合センター跡地に計画されている公園整備費に充て
てほしいと、本市に１００万円の寄附をいただきま
した。
　「山九株式会社」の創業者である中村精七郎さんが
平戸生まれで、市内には同社の研修施設である「山
九平戸錬成館」があり毎年新入社員などの研修が行
われています。中村社長は「今後も深い縁を大切に、
協力していければ」と話しました。

雛の市特製ぜんざいをふるまう18
３ ３

　平戸オランダ商館でオランダで大人気のボード
ゲーム、シューレンの大会が開催されました。
　シューレンとは、30個の木製の丸いコマを滑ら
せて、点数が決まった４つのゲートに入れ、入った
コマの合計で勝者が決まるゲームです。ルールは簡
単ですが、オランダでは全国大会も開催されるなど、
子どもから大人まで楽しめるゲームです。
　この日は、子どもの部と大人の部に分かれて行わ
れ、集まった約100人の参加者は夢中になって
シューレンを楽しんでいました。

オランダの大人気ボードゲーム18
３

　子どもの職業体験施設「キッザニア」を企画・運営
する職業体験イベント「Ｋｉｄｓジョブチャレンジ
2018in平戸」が開催されました。
　市町村単位では全国初開催で、3日間で県内外か
ら延べ4,700人が参加し、平戸の特徴を生かした職
業や、和菓子職人、すし職人、消防士などさまざま
な仕事にチャレンジしました。
　子どもたちは、この職業体験を通じ、働くことの
大変さや楽しさ、社会の仕組みなどを学ぶことがで
きました。

子どもたちがさまざまな仕事を体験
３

　オランダ王国ノールトワイケルハウト市との姉妹
都市締結を機に、平成24年度から、高校生を相互
派遣し交流を行っています。
　高校生12人がノールトワイケルハウト市を訪問
し、高校生宅へホームステイしました。現地の高校
に自転車で通学するなど、日本では経験できないさ
まざまな文化や習慣を学ぶことができ、会話も英語
で話すことにで、英語およびコミュニケーション能
力が向上したようです。今後、この中から将来国際
的に活躍する人材が現れることが期待されます。

オランダの文化を学び、国際的な感覚を育む
３

31～29 16～３
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大きなクジラを描く

　生月町中央公民館前の生月漁港防波堤の壁面に、生
月小学校６年生の児童が卒業記念として描いた、大き
なクジラの壁画が完成しました。
　この卒業記念の事業は、生月漁港防波堤の壁面を一
つのキャンパスに見立てて、10年間の長期計画で実
施していて今年で5回目になります。
　この日は、出来上がった作品の前で６年生が全員集
合し、記念撮影を行いました。ある卒業生は「防波堤
に大きな絵を描くのは大変だったけど、いい思い出が
できました」と話していました。

　志々伎地区で「大志々伎菜の花＆れんげウォーク」
（志々伎地区まちづくり運営協議会主催）が行われま
した。
　この日は、晴天の下約80人が参加し、さわやか
な海風を感じながら、海沿いの遊歩道や菜の花畑の
道を軽快に歩いていました。また、中間地点では地
元婦人会などの協力により、大志々伎の棚田米を
使ったおにぎりや豚汁などもふるまわれ、参加者は
棚田や自然に囲まれた大志々伎の雰囲気を満喫して
いました。

菜の花ロードをウォーキング８
４

　

交流の架け橋として

　本市の新しい国際交流員として着任した張静さん
（中国河北省出身）に辞令が交付されました。
　張さんは、地元の河北大学外国語学院日本語学部
を卒業後、上智大学に２年間留学しました。その後
中国の旅行会社や、中国人旅行者向けの日本語ガイ
ドブック作製などの仕事をしていました。
　今後は、国際交流事業やイベントなどでの通訳や、
市民向けの中国語講座の講師などを務めます。張さ
んは「平戸に来れてうれしい、さまざまな事業に積
極的に取り組みたい」と抱負を述べていました。

13
４

　木引田町・宮の町商店街一帯で、「第１回ひらど
軽トラ市｣が開催されました。市内の２０業者が、
軽自動車の荷台などで水産加工品・かまぼこ・菓子
などの食品類や衣類・雑貨などを販売し、多くの来
街者でにぎわいました。
　ひらど軽トラ市は、今後も毎月第４日曜日に開催
し、継続的に参加できる出店者を募集しています。
出店を希望する事業者・団体などは、ひらど軽トラ
市実行委員会（☎22-3131）までお問い合わせくだ
さい。

商店街に軽自動車20台が出店25
３

　

現在も元気に草むしり８

　古江町の岡部シマさんが100歳のお誕生日を迎え、
市長が自宅を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝い
ました。
　岡部さんは、結婚後、農業などをしながら子ども
を育てられました。90歳までゲートボールで体を
動かし、現在でも畑の草むしりをされるなどお元気
に過ごしています。
　お祝い式では、にぎやかな雰囲気の中、多くのご
家族や親戚の皆さんに祝福され、うれしそうにあい
さつされました。

３

　獅子町の吉永モヨさんが100歳のお誕生日を迎え、
市長が自宅を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝い
ました。
　吉永さんは、結婚後、農業や漁業などをしながら
子どもを育てられました。現在は、デイサービスや
ホームヘルパーを利用し一人暮らしをされています。
　お祝い式では、にぎやかな雰囲気の中、お祝いし
てくれた多くのご親戚や地域の皆さん、また獅子保
育園の園児にていねいにお礼のあいさつをされてい
ました。

今でもお元気に一人暮らし16
３

　生月町の山頭草原で「山頭草原まつり」（ＮＰＯ法
人山田・舘浦地区まちづくり運営協議会主催）が開
催されました。
　まつりでは、地域の皆さんや春休みで帰省中のご
家族などが参加し、山頭牧野組合の指導のもと、と
げがあり放牧牛が食べると口の中が傷つくとされる
草「アザミ」を参加者全員で堀り起こし、草原保全の
手伝いを行いました。続いて、絶叫大会や宝さがし、
弁当開きなどが行われ、参加者の皆さんは開放感あ
る草原で、春の訪れを楽しんでいました。

開放感ある草原で春の訪れを楽しむ４
３
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投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

６月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「６月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

６月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

５月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

２年間おつかれさまでした
　４月10日、2年間国際交流員
として勤務した董海燕（ドンハ
イエン）さんが退任しました。
　董さんは、主に平戸と中国の
架け橋として活躍されました。
今後のご活躍を期待します。

祝　合格
　３月２日、「第９回平戸検定試
験」上級合格者に合格したことを
証明する上級合格認定書（平戸観
光マイスター）が授与されました。
　今回は平戸会場で8人、東京会
場で４人が合格しました。
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真
凛 

脩
斗 

滋
賀
県
彦
根
市

井
上　

笑
樺 

優
市 

中
の
崎

井
坂　

莉
子 

圭
介 

神
奈
川
県
横
浜
市

【
生
月
地
区
】

増
山　

湊
斗 

和
輝 

堺
目

𠮷
永　

翔
浬 

淳
太 

浦
南

【
田
平
地
区
】

渡
口　

音 

直
樹 

平
戸
口

下
川　

凛
花 

慶
太 

永
田

唐
津
屋　

栞 

薫 

山
内

前
田　

彩
羽　
　

岬 

永
田

清
田　

莉
帆 

大
介 

青
森
県
む
つ
市

山
田　

雅
琥 

智
晃 

永
田

山
田　

凪
桜 

智
晃 

永
田

濱
田　

マ
サ

93
歳 
3
／
16 

飯
良
第
２

讃
岐
屋
シ
ヅ
子 
94
歳 
3
／
18 

山
中

西　

幸
次
郎

87
歳 
3
／
18 

大
川
原

神
田　

栄
一 

87
歳 
3
／
19 

主
師

山
田　

殉
子

46
歳 
3
／
20

根
獅
子
第
３

江
嵜　

英
子 

83
歳 
3
／
21 

赤
坂

前
川　

彦

76
歳 
3
／
21 

戸
石
川

永
富　

洋
子 

75
歳 
3
／
25 

上
大
垣　

岩
本　

恒
廣

76
歳 
3
／
25 

猪
渡
谷

長
島　
　

子 

79
歳 
3
／
25 

度
島
中
部

川
渕　

榮
子

86
歳 
3
／
26 

飯
良
第
２

本
山　

良 

85
歳 
3
／
26 

山
中

木
村　

ユ
キ

94
歳 
3
／
26 

築
地
町

小
山　

シ
モ 

93
歳 
3
／
27 
木
ヶ
津
第
３

𠮷
村　

エ
イ
子
91
歳 
3
／
30 

堤

長
田　

幸
男 

74
歳 
3
／
31 

曲
り

松
山　

ク
ニ

82
歳 
4
／
2 

獅
子
第
1

藤
谷　

ヤ
ス 

84
歳 
4
／
4 

清
水
川

下
川　

雅
通

85
歳 
4
／
5 

中
山

高
本　

ウ
メ 

95
歳 
4
／
6 

宝
亀
第
１

川
内　

安
次
郎
84
歳 
4
／
7 

上
大
垣

古
川　

領
太
郎 
65
歳 
4
／
9 

度
島
三
免

小
楠　

進
市

84
歳 
4
／
9 

野
子

鴛
淵　

み
や 

79
歳 
4
／
10 

上
大
垣

南
光
院　

敏
男
80
歳 
4
／
12 

築
地
町

瀧
野　

久
子 

80
歳 
4
／
12 

戸
石
川

久
保　

淳
子

87
歳 
4
／
13 

田
助
浦

川
上　

照
子 

88
歳 
4
／
14 

紐
差
第
４

平
野　

榮
子

93
歳 
4
／
14 

肥

里
﨑　

誠 

85
歳 
4
／
14 

早
福

西　
　

千
代

93
歳 
4
／
14 
肥

梅
木　

コ
ツ
ル 
95
歳 
4
／
15 
木
引
田

吉岡　昴 くん
Ｈ25.５.29　５歳（野子町）

川口　日茉莉 ちゃんＨ28.５.29　２歳（田平町）

 かわぐち　　　　　ひまり よしおか 　　  すばる

広報ひらど 平成30年５月号 26

中村　優月 ちゃん
Ｈ25.５.１　５歳（岩の上町）

なかむら　　　　ゆづき
まきやま　　　　 あずさ牧山　杏咲 ちゃんＨ25.５.13　５歳（田平町）

 おおいし　　　　かんな大石　栞愛 ちゃんＨ28.５.31　２歳（宝亀町）

森﨑　ミリア ちゃん
Ｈ28.５.２　２歳（紐差町）

たわらや  　　　いっさ

俵屋  一咲 くん
Ｈ28.５.31　２歳（大久保町

）

もりさき　　　　　

糟谷　青 ちゃん
Ｈ29.５.14　１歳（戸石川町）

　かすや　　　　あお

  てらだ 　　　　
　めい

寺田　芽生ちゃん浜野　愛都 くん
Ｈ29.５.２　１歳（田平町）

はまの 　　　　まなと

Ｈ28.５.15　２歳（岩
の上町）

問 市民課戸籍住民班
☎内線2522

おくやみ

うぶ声
＆

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前
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行
政
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前


